
（仮称）北竜町総合学習複合交流センター設立準備委員会

第１回 会議次第

日時：令和７年10月21日（火）15：00～16：00
場所：北竜町公民館 大ホール

資料２

１ 開会

２ 委嘱状の交付

３ 教育長あいさつ

４ 委員の紹介（事務局含む）

５ 委員長・副委員長の選出

６ 議題
① 検討の進め方について
② これまでの取組について
・北竜町学校等複合施設基本計画（令和6年度策定）
・北竜町立義務教育学校基本構想について（令和7年度策定）

③ 今後のスケジュールについて（部会の設置について）
④ その他

７ 事務局からの連絡

８ 閉会



■ 開校までに向けた検討スケジュール（案）

① 検討の進め方について

p.1

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度 令和15年度

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度 2032年度 2033年度

(仮称)ほくりゅう学園

真竜小学校

北竜中学校

(仮称)

北竜町生涯学習交流センター

公民館・図書館・郷土資料館

農村環境改善センター

広場・外構

学校名の決定

学校に関する事項

(校歌・校章・制服・きまり等)

移転計画

（仮称）北竜町総合学習複合交流センター整備スケジュール

社会教育

施設整備

計画策定

学校教育

実施設計

建設

移

転

（仮称）ほくりゅう学園の開校

解体

基本設計 建設 （仮称）生涯学習交流センターの開設

改修？

移

転
解体

グラウンド整備 外構整備 供用

改修？

学校経営計画の策定

教育課程の策定

施設運営計画の策定

第７次社会教育中期計画 第８次社会教育中期計画

解体？

学校名の決定

開

校

式

教育課程特例校

開始

検討スケジュー

ルの検討・決定

学校に関する事項の検討・決定
検討スケジュー

ルの検討・決定

移転計画の検討・決定

閉

校

式

新教育課程の開始



■ 検討体制

① 検討の進め方について

p.2

北竜町総合学習複合交流センター設立準備委員会

学校教育部会
社会教育部会

（令和8年度以降から開催）

提案 修正・決議 提案 修正・決議

～ 主な検討内容 ～

・（仮）ほくりゅう学園開校準備
（学校名、校歌、校章、制服、きまりの検討）

・学校運営、教育課程の検討

・（仮）北竜町生涯学習交流センター
の相互運用の協議

～ 主な検討内容 ～

・（仮）北竜町生涯学習交流センター
の相互運用の利用規則、運営方針
の協議

・（仮）北竜町生涯学習交流センター
の相互運用の協議



町民説明会・パブリックコメント学校教育部会委員会

■ 令和７年度の検討スケジュール（案）

■第1回委員会（10/21）
・検討の進め方について
・これまでの取組について（基本構想について）
・今後のスケジュールについて（部会の設置につ
いて）

■第1回町民説明会（11月下旬）
・検討の進め方について
・これまでの検討について（検討案の見直し）

■第2回委員会（12月中旬）
・検討案について
・基本設計案について
・今後のスケジュール

■第3回委員会（3月上旬）
・教育課程について
・今後のスケジュール

■第2回（3月上旬）
・基本設計案の説明

■パブリックコメント
（2月中旬～3月中旬）

① 検討の進め方について

p.3

☆令和7年度は、２～３回の開催を予定。
☆下記の内容検討スケジュール等について、検
討予定。
・（仮）ほくりゅう学園開校準備
（学校名、校歌、校章、制服、きまりの検討）
・学校運営、教育課程の検討
・（仮）北竜町生涯学習交流センターの相互運
用の協議



② これまでの取組について

（２） 「北竜町立義務教育学校基本構想（令和７年度策定）」の概要を説明 （※資料４参照）

（３） 北竜町立義務教育学校の配置変更の必要性について

p.4

「北竜町学校等複合施設基本計画（令和６年度策定）」において、義務教育学校の施設計画（モデルプ
ラン）を決定。

上記の理由から、義務教育学校の規模を縮小する必要がある。

義務教育学校の施設配置計画の見直しが必要。※次回の委員会で議論する想定

（１） 「北竜町立学校等複合施設基本計画（令和６年度策定）」の概要を説明 （※資料３参照）

本事業の整備は、補助金を用いる方針。
（「整備するエリアと施設整備の方向性」
については、本資料のP5参照）

工事費等の価格高騰により、事業費が当初想
定よりも増大。



p.5
参考資料：「新しい地方経済・生活環境創生交付金（第２世代交付金）」を活用し、北竜町が整備するエリアと施設整備の方向性


